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　このたびの石川県能登半島を震源とする大規模な地震により、お亡くなりになられた方々に謹んでお悔や
みを申し上げますとともに、被災されました皆様に心からお見舞い申し上げます。一日も早く日常生活の復旧
が実現されますことを、心よりご祈念申し上げます。
　今号の特集記事として掲載しましたように、全国曹洞宗青年会と曹洞宗石川県青年会は協働して、避難
者の支援や瓦礫の片付けなどの活動を行っております。つきましては、誠に恐縮ではございますが、本支援
活動にご協力を賜りますようお願い申し上げます。

活動支援金受入口座

　全国曹洞宗青年会も第25期の任期となり、創立50周年の節目を迎える
こととなりました。国内海外問わず幅広く活動を続けてこられましたのも、
ひとえに先輩諸老師・会員諸師の皆様のお力の賜物と感謝の念に堪えませ
ん。　
　この50周年を記念して行う事業の一つとして、原点に立ち返る機会と考
え「両大本山報恩拝登」を企画しております。
　昨年の大本山總持寺拝登に続いて、本年は大本山永平寺に拝登いたし
ます。
　参集の青年会員で僧堂内単にて坐禅をさせていただいた後、全曹青会
長導師のもと法堂にて「全曹青創立50周年報恩諷経」「世界平和大施食諷
経」を厳修いたします。また、令和6年度臨時評議員会を併催いたします。
　ご多忙とは存じますが下記の日程で開催いたしますので、全国の想いを
集めた諷経にさせていただきたく、ご参集くださいますよう、お願い申し上
げます。

記
日　時　令和6年11月21日（木）
 僧堂にて　「坐禅一炷」
 法堂にて　「全曹青創立50周年報恩諷経」
 引き続き　「世界平和大施食諷経」
場　所　大本山永平寺

以上
※申込・詳細に関しましては、改めて各青年会様にご案内させていただきます。

全国曹洞宗青年会創立50周年記念事業　「両大本山報恩拝登」

大本山永平寺「僧堂坐禅」「全曹青創立50周年報恩諷経」
「世界平和大施食諷経」ご随喜のご案内

表紙の話
　本号の表紙では、公園の砂場に未来の可能性を表現しました。写真のように砂場に植物を植えたとしても、それが育つ
ことはないでしょう。でもいつか、そんな常識を覆すような未来が、子どもたちの手によって実現するかもしれません。
無理と諦めるのではなく、挑戦する大切さを写真にしました。

撮影地/ 広島県　西条市　　撮影/50周年記念事業実行副委員長　菅悠生

※ゆうちょ銀行のご利用明細書、または振替払込請求書兼受領書を領収書としてご利用ください。

全国曹洞宗青年会ボランティア基金 宛
振替口座

ゆうちょからの場合　00100-5-593165
※ゆうちょ以外からの場合　当座 〇一九店 593165

曹洞宗石川県青年会 宛
振替口座

ゆうちょからの場合　00730-2-70037
※ゆうちょ以外からの場合　当座 〇七九店 70037

発
行
所
／
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
　
〒
105-8544　

東
京
都
港
区
芝
2-5-2　

曹
洞
宗
宗
務
庁
内
　
発
行
責
任
者
／
田
ノ
口
太
悟
　
編
集
責
任
者
／
宮
本
貴
心
　
編
集
委
員
／
信
行
一
宏・佐

藤
孝
成・南

澤
亨
全・補

陀
孝
亮・植

本
大
貴・竹

田
龍
永・多

飯
皓
成

本
誌
編
集
部
並
び
に
発
行
部
数
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
／
〒
987-1304　

宮
城
県
大
崎
市
千
石
字
大
欅
91　

石
雲
寺
内
　
TEL・FA

X
   0229-55-3447　

制
作・デ

ザ
イ
ン
／
リ
ブ
ウ
ト
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
　
印
刷
所
／
株
式
会
社
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
　
定
価
100円

平
成
11年

6月
8日
第
三
種
郵
便
物
認
可
 （
年
4回
2・5・8・11月

の
10日

発
行
） そ
う
せ
い
第
205号

 令
和
6年
5月
10日

発
行

特集 令和6年能登半島地震特集 令和6年能登半島地震








































